
上越市の概要（人口、面積）
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■ 面積

■ 人口

※参考

東京都（2,194.07㎢）の約1/2

全国 ３４位*

新潟県内の位置図

上越市

新潟市

■ 人口密度

*順位は全てR2.4.1時点、全国1,735自治体のうち

973.89㎢

※参考

県内 ３位

全国１４２位*

※参考

全国８５９位*

188,382人（R3.4.1時点）

193.43人/㎢（R3.4.1時点）



地域再生計画 城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」
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■ 地域再生計画の概要

○ 歴史的市街地であり、都市機能が集積する城下町高田において、２０余りの市民団体が歴史・文化をいかした

まちづくり活動を実施するとともに、特徴的な2つの100年建築（映画館、料亭）の魅力が見直され始めた。

○ これらのまちづくり機運の高まりを受け、市では、地域再生法に基づく地域再生計画を作成し、地方創生に向けた

各種取組を一体的に推進。地方創生に向け、市と民間団体が協働で、「定住人口の促進」や「交流人口の拡大」を目指す。

 地域再生を図るための事業内容

 計画期間：Ｈ２８年度～Ｒ２年度（５か年）

①街なか居住の促進

１－１ 城下町の町割りをいかした居住促進
１－２ 不動産市場での町家の流通促進

②街を支える経済基盤の強化

２－１ 街なか回遊観光の強化
２－２ 城下町の魅力を磨く景観形成の促進
２－３ ビジネスタウン高田の推進

③街の活力を生み出す新しい交流の創出

３－１ 地域間交流の促進
３－２ 地域内交流の促進

④多様な担い手の連携・協働促進

①～④と連動した担い手づくり

 重要業績評価指標（KPI）

指標 Ｈ29.3末 Ｈ30.3末 Ｈ31.3末 Ｒ2.3末 Ｒ3.3末

高田区の人口の社会減の解消数
（Ｈ22～Ｈ26の平均値-192人/年からの削減数）（単位：人/年）

4 15 18 41 48

高田区の街なかの観光客入込数（単位：人/年） 246,800 286,000 333,000 396,000 428,200

新たに入居した空き家、空き店舗の数（単位：件/年） 1 4 5 10 10

 計画の目標：「住んでみたいまち、訪れてみたいまち」の実現

コンパクトシティによるまちづくりの推進



「城下町高田の歴史・文化をいかした『街の再生』 」 事業推進計画

2

○ 本計画は、地域再生計画『城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」』に関する取組の一つである「街

の経済基盤の強化」に向けて、高田市街地における各エリアの役割や整備構想を整理するとともに、市所有の歴史

的建造物の活用など、街なか回遊観光に資する事業推進方策を取りまとめたものである。

■ 拠点エリアの整備構想（案）
【整備コンセプト】

①高田の歴史・文化を楽しめる魅力的な「目的地」づくり

②拠点エリア内外の「回遊性」を高める利便性の向上

③歴史・文化をいかしたまちづくりの「シンボル」となる景観形成の促進

■ 街なか回遊観光に向けた基本方針等

○ 計画の位置づけ
横断的・重点的に事業を推進するための任意計画

○ 基本方針
半日程度滞在できる「観る、買う、食べる、体験する」の要素を強化 等

○ まち歩きルートの設定
まち歩きのメインルート：高田駅～本町商店街～高田城址公園 【取組２】

歴史・文化を「体験す
る」拠点づくり

【取組４】
駐車場利用環境の向上

【取組１】
歴史・文化を感じながら

「過ごす」空間づくり、
「たまり場」の整備

【取組３】
総合拠点づくり・
機能強化

【取組５】
本町通りの景観
形成促進

【取組６】
大町通りの景観
形成促進

～歴史・文化資産を活用した街なか回遊観光に向けて～



城下町高田歴史・文化をいかした「街の再生」の各種計画と事業の概略関係図
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地域再生計画 （地域再生法）城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」 H28認定

社会資本総合整備計画

総合計画（市自治基本条例）

旧今井染物屋
改修

総合戦略

都市再生整備計画
（都市再生特別措置法）

都市計画マスタープラン

立地適正化計画

市所有の歴史的建築物を活用した街なか回遊観光
（事業推進計画Ｈ29.9策定）

師団長官舎
改修

旧第四銀行
改修※H29

高田小町
物販拡充

高田世界館
広場整備

社会資本整備総合交付金（国交省）Ｈ30-Ｒ2

リノベーション
（H30～）

サイン
（H30新規）

街なか居住
（空き家対策等）

ビジネス
タウン

100年映画館の
あるまち

100料亭のある
まち

町家活用
社会実験

高田城址公園
整備

地方創生推進交付金等（内閣府） Ｈ28-Ｒ2

事業推進計画以外

シェアハウス
管理運営

南本町３丁目
景観まちづくり

創生補助金

高田小町
駐車場

人口ビジョン

街なか回遊観光
タスクフォース
（庁内連携会議） 地方再生コンパクトシティモデル都市

該当事業（関連事業含む）

高田城址公園
桜守育成



城下町高田の主な取組
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城下町高田リノベーションまちづくり事業
まちなか居住の促進・景観づくりの促進
城下町高田街なか回遊促進(仲町ランチバル)
ビジネスタウン高田の推進
民間支援・商店街の活性化
街歩きマップ・歴史文化ハンドブック作成

高田駅南駐車場開発の
モデルスキーム検討

高田駅

関東6大学による建築フィールドワーク
町家シェアハウス市場化社会実験

シェアハウス大町整備

「100年料亭のあるまち」
誘客・回遊強化（百年料亭宇喜世）

旧第四銀行高田支店改修

旧師団長官舎保存・活用の検討
(サウンディング型市場調査)

旧師団長官舎改修

回遊観光サイン計画策定

回遊観光サイン整備事業
誘導サイン 新設・改修

高田世界館

高田小町

旧今井染物屋

まち歩きの拠点エリア

「100年映画館のあるま
ち」誘客・回遊強化
（高田世界館）

100年映画館周辺交流
広場整備A=350㎡

高田小町物販機能強化

高田小町駐車場整備

歴史文化資産保存・活用の検討
体験コンテンツ(バテンレース)整備

旧今井染物屋（100年町家）
体験・交流拠点整備

高田城址公園整備事業
日本三大夜桜桜守育成事業

高田城跡

凡例
事業実施箇所 地区範囲
ハード事業 ソフト事業



歴史的建築物を活用した街なか回遊観光タスクフォースの設置

市が所有する歴史的建築物の街なか回遊観光に向けた活用・整備に関する課題を解決するため下記のとおり部局

横断的な連携体制を構築

機動的な会議運営のため、少数の分科会による協議により、日程調整等の効率化

歴史的建築物を活用した街なか回遊観光タスクフォース

＜運営＞

「整備」分科会

・文化振興課

・建築住宅課

・営繕室

・文化行政課

・企画政策課

協議・報告 協議・報告

関係課等（文化振興課、建築住宅課、営繕室、文化行政課、観光振興課、産業振興課、都市整備課、企画政策課）の課長級会議
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「活用」分科会

・文化振興課

・観光振興課

・産業振興課

・企画政策課

＜主な経過と成果＞

 H29 タスクフォースの体制の整備

主に旧今井染物屋、旧師団長官舎の改修・活

用に向けた検討を開始

 H30 城下町高田の歴史・文化をいかした街なか回

遊観光プラン（基本方針）のとりまとめ

 R1 旧今井染物屋、旧師団長官舎の実施設計の

検討

→ R2年度 改修工事

 R2 これまでの高田における取組の効果検証、

意見交換



主な取組
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シェアハウス大町の整備（まちなか居住の促進）
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漆喰塗りワークショップの様子
上越市内・東京の大学生や地域の方が参加

 事業期間：平成27～29年度
 入居開始：平成29年9月
 延床面積：221.00㎡ 木造2階建
 事 業 費：約35,288千円
 施設概要：居室5室、土間、フリースペース、リビング、

キッチン、トレイ、浴室等
 家 賃：約22,000円/名（光熱費込）

シェアハウスの整備は、
「町家の活用」という新た
な認識を市民に広める効果
があった。

Ｈ30.7.22入居者
による朝市での
おもてなし地域
交流

 地域固有の資産である雁木のある町家の活用促進
 若者の街なか居住に関する入居者・地域のモニタリング
 町家の不動産としてのビジネスモデルの検証
 行政による町家改修の課題整理と改修方法の周知 等

＜事業の目的＞

＜事業の概要＞

Ｈ30.10.26入居者によ
る地域の小学生との干
し柿づくり

＜改修前＞ ＜改修後＞



旧今井染物屋体験・交流拠点整備
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 バテンレース事業者と地域おこし協力隊員による常設工房の

運営とバテンレースの継承・発信

 草木染めや竹細工、革細工、家具、小物、アクセサリー

イラストなどの職人や作家等による手仕事の実演・体験教室

の開催・作品展示販売 等

建築年代 江戸時代後期
構 造 木造切妻造 2階建て 鋼板葺 「造り込み式」雁木
延床面積 458.67㎡（1階350.28㎡ 2階108.39㎡）
敷地面積 1,440.90㎡
事 業 費 耐震改修工事費：94,082千円(建築、電気、機械)※R2決算見込額

※都市構造再編集中支援事業補助金を活用

趣のある空間をいかしつつ、雪国高田の風土産業であるバテンレー
スを基軸とした常設工房を設置し、地域文化の継承及び発信の拠点
として活用を図る。

バテンレース

1階

チャノマ（吹き抜け）

＜主な事業内容＞



【官民連携】自立性の高い交流拠点整備（旧師団長官舎改修）

○ 見学施設（明治時代の洋館）に新たな価値を加えることで、市文化財の魅力をいかした「市民のまちへの愛着」

＋「交流人口拡大」を促進

○ テナント先付方式により、民間目線の事業採算性の担保や設計・工事に使用者の意見を反映

○ 支出から収入へ施設管理の収支を改善し、自立性を向上

H30 サウンディング型市場調査

採算性・市場性の確認

R1 利活用事業者の募集

整備後の事業者と協定締結

（テナント先付）

実施設計

R2 改修工事

H29 活用方策の計画策定
（レストラン活用案）

フレンチレストラン

 市民の愛着向上

 歴史・文化の発信強化

 地産地消の推進

 観光の目的地化

 非日常の提供

市文化財(旧師団長官舎)

管理
委託料

そ
の
他

経
費

光
熱

水
費

経過（官民連携）

意
見
を
施
設
に
反
映

新たな価値を創出

自立性の高い運営スキーム

地方創生推進交付金

市 受託者

＜整備前＞

使用料

そ
の
他

経
費

光
熱

水
費

市
レストラン
事業者

＜整備後＞



街なか回遊サイン整備
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街なかの回遊促進と交流人口の拡大に向け、統一的なデザインによる案内サインを整備。また、サイン整備のため
の回遊サイン計画を策定

事業期間：H30～R2年度

 H30 サイン計画策定 1,869千円

 R1～R2 サイン整備 約20,000千円

インバウンド対応サイン（アウトプット）

 サイン計画の策定をツールに市民・関連部局を
巻き込む、自分事に置き換える。

関係課と連携して作成したメイン誘導ルート（政策間連携）

市民向けマップ作成ワークショップ（官民連携）



城下町高田リノベーションまちづくり事業の概要①
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・若者のまちづくり参画
・町家リノベーションによる空き家活用

リノベーションまちづくり事業の創設

空き家
空き店舗
の増加

まちづくり団体
の高齢化
（担い手不足）

街なかの課題

地方創生推進交付金
を活用

若手まちづくりチーム「Kinaiyaプロジェ
クト」の立ち上げ

Kinaiyaプロジェクトメンバー

＜目的＞

若者世代に関心が高いリノベーションの取組を呼び水

に、空き家問題や中心市街地活性化をテーマとしたまち

づくりに参画する人材を発掘・育成する。

○ 30代の若いキーマンで構成

○ 行政は、活動をサポートしつつ情報発信

○ 主な活動は、DIYや意見交換会などのまちづくり活と、

交流会などの緩い人材発掘イベントの実施

 H30 3,500千円 ＷＳ、支援策検討、情報発信

 R1 3,146千円 ＷＳ、情報発信

 R2 1,980千円 ＷＳ

Kinaiyaプロジェクトの概要

DIYイベントの様子

チームリーダー
打田氏



城下町高田リノベーションまちづくり事業の概要②
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○ 本事業における「情報発信」の取組の一環として、高田のリノベーション事例を紹介するパンフレットを作成

当該パンフレットの作成に当たっては、記事執筆やイラスト制作の経験があり、高田における町家の利活用な

どのまちづくりに関心が高い20代の女性有志メンバー等による「高田アーケーズ」を中心に行い、メンバーの

思いや感性を取り入れた。

「高田アーケーズ」の概要

○ 20代の女性を中心としたチーム構成

○ 記事執筆やイラスト制作の経験あり

○ パンフレットに掲載する物件の選定や取材、写真撮影、建物のイラ

スト、似顔絵の制作、表紙デザイン、タイトル検討、マップの作成

等を実施

パンフレット作成会議

町家紹介パンフレット作成

取材の様子



百年料亭ネットワーク設立支援
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＜主な成果＞

 百年料亭ネットワーク専用ＨＰやパンフレットによる周知活動

 Ｈ29年度観光庁によるテーマ別観光地方誘客事業13件に選定

 百年料亭ブランドをいかした新たなビジネスの創出

（台湾老舗会を通じて台湾旅行代理店と出会いツアーが誕生）

 百年料亭有識者会議を開催

（東大教授隈健吾氏、鳥居信吾サントリー副会長ほか）

 百年料亭ネットワーク推進議員連盟の設立

上越タイムス

台湾ツアー来訪記事（Ｈ30.2.17）観光庁によるテーマ別観光地方誘客事業

専用ＨＰの開設

百年料亭有識者会議（Ｈ30.6.29）

＜目的＞

全国の老舗料亭をネットワーク化し、共通課題の対応協力や、

相互の誘客協力、百年料亭のブランド化による集客を目指す。



100年映画館周辺交流広場
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 整備面積：350.83m2
 総事業費：34,769千円
 事業期間：H30～R1年度

 全国的に注目される日本最古級の映画館「高田世界館」周辺にお
いて、まち歩きの拠点性の向上を図るほか、映画館と一体となっ
た出会い・交流を創出するため、交流広場を整備する。

○ 街なか回遊観光の拠点エリアのイメージ

＜広場整備概要＞

広場の供用開始（R2.3.20供用）

○ H30.3オープン カフェ「世界ノトナリ」

高田世界館

○ 広場の活用アイディアを意見交換するワークショップ



まちに現れた変化
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民間独自の動き（町家リノベーションの増加）
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兎に角（町家複合施設）
シェアキッチン利用者が販売実績を重ね、空き町家・空き店舗を
リノベーションした実店舗開業という流れが生まれている。

みんなのふれんちレルヒ
（レストラン）

（改修後）

テラスカイ（ＩＴ企業サテライトオフィス）
スイミー（日本酒バー）
若者団体Kinaiyaが協力してDIYイベント実施

株式会社アクセル
（サテライトオフィス、まち案内所）

木舎（ヨガスタジオ）



百年商店街の始動（民間の自発的な取組）
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・歴史・文化をいかした取組の波及効果として、地元商店街から歴史・文化をいかした取組が誕生。

・きっかけは、百年料亭ネットワークによる来客のおもてなし等があり、商店街が自ら活動を開始

＜主な活動内容＞
・百年老舗サインの設置
・マップ作成・スタンプラリー帳
・百年料亭と連動したツアー客のおもてなし
・朝市・市内イベント（蓮まつり）と連動した早朝開店

サインによるおもてなし 商店街今昔マップ 百年商店街×観光コンベンション協会×朝市
コラボイベント

商店街が自ら活性化の取組を開始



若者による地域魅力発信イベントの創出

18

音楽を通じて雁木や町家の魅力を
発信する地域の若者が仕掛けたイベント
（雁木通りミュージックフェスティバル）

H30.10.8「雁木通りミュージックフェスティバル」の様子
市内の若者が連携してイベントをプロデュース 大勢の人が来場



フィールドワークのニーズの高まり
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Ｈ28～Ｈ29 関東の６つの大学の建築学科による合同フィールドワーク（建築トークイン）
Ｈ30 建築トークイン、城北中学校、神田外語学院・関根学園
Ｒ 1 附属小学校、一般財団法人 地域活性化センター、建築トークイン
Ｒ 2 建築トークイン



効果検証と今後の課題

20



数値目標の達成状況

21

指 標 定 義
従前値

（基準年度）
目標値

（目標年度）
評価値

（評価年度）
目標

達成度

指標１
高田区の人口の社会減の解消数

H22～H26の平均値-192人からの
削減数

0人/年
（H27）

48人/年
（R2）

244人/年
（R2）

○

指標２
新たに入居した空き家、空き店舗の数

空き家、空き店舗となっていた
建築物が新たに入居・開店した
数

0件/年
（H27）

10件/年
（R2）

11件/年
（R2）

○

指標３
高田区の街なかの観光客入込数

観光施設及び観光イベントの集
客数

228,971人
（H27）

428,200人
（R2）

69,308人
（R2）

×

その他の数値指標１
高田区の世帯数

上越市住民基本台帳による高田
区の世帯数を参照

12,815人
（H27）

12,848人
（R1）

その他の数値指標２
高田小町の一時利用者数

高田小町来館者実績報告書によ
る一時利用者数を参照

8,895人
（H27）

13,859人
（R1）

○評価期間について
H28からR2までの5年間の取組効果を評価する。



数値目標の達成状況【指標１】
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■計測結果
令和元年度は目標値に達していないものの、その他の年度は目標値を達

成している。また、高田区の社会増減の推移を見ると事業実施前の従前値
-192に対し、事業実施後は僅かではあるが増加傾向にあることから、事業
の効果が発現していると言える。

社会減解消数の目標値と実績の推移

■目標値の達成状況

4 15 18
41 48

150

38

166

-67

244

-100人

0人

100人

200人

300人

H28 H29 H30 R1 R2

目標値

実績

事業の実施により高田区からの人口流出に伴う人口減少（社会減）の解
消数が段階的に増加することに期待し、事業効果を測る指標

◆定義：H22～H26の平均値-192人/年からの削減数

■目標値の設定根拠 （単位：人/年）

指標の概要 目標値の達成状況

■従前値（平成27年度）
上越市住民基本台帳による平成22年度から平成26年度の社会増減数の

平均値「▲192人/年」を0人/年として従前値とした。

■評価値（令和2年度）
従前値と同様に、上越市住民基本台帳による令和2年度における社会

増減数を計測した結果、52人増であることから、244人/年を評価値（確
定値）とする。

計測手法

従前値（H27）
0人/年

目標値（R2）
48人/年

従前値
（Ｈ２７年度）

目標値
（Ｒ２年度）

評価値
（Ｒ２年度）

達成度

0人/年 48人/年 244人/年 ○

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

目標値 0 4 15 18 41 48

相対的に増加傾向

【指標１】 高田区の人口の社会減の解消数



数値目標の達成状況【指標２】
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事業の実施により高田区の空き家・空き店舗に新たに入居した数が段階
的に増加することに期待し、事業効果を測る指標

◆定義：空き家、空き店舗となっていた建築物が新たに入居・開店した数

■目標値の設定根拠 （単位：件/年）

指標の概要

■計測結果
平成30年度は平成29年度に対し１件減少しているものの、平成27年度

からは一定して増加している。また、各年度において目標値は全て達成し
ており、事業の効果が発現していると言える。

目標値と実績の推移

■目標値の達成状況

目標値の達成状況

■従前値（平成27年度）
市の調査により把握した平成27年度の年間の推定値を従前値とした。

■評価値（令和2年度）
11件（評価基準日：令和3年3月31日）

計測手法

従前値（H27）
0件/年

目標値（R2）
10件/年

従前値
（Ｈ２７年度）

目標値
（Ｒ２年度）

評価値
（Ｒ２年度）

達成度

0件/年 10件/年 11件/年 ○

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

目標値 0 1 4 5 10 10

増加傾向

【指標２】 新たに入居した空き家、空き店舗の数

1

4
5

10 10

0

3

8

7

11
11

0件

2件

4件

6件

8件

10件

12件

H27 H28 H29 H30 R1 R2

目標値 実績



数値目標の達成状況【指標３】
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事業の実施により高田区で開催される観光イベント及び観光施設への入込
客数が段階的に増加することに期待し、事業効果を測る指標

◆定義：観光イベント及び観光施設の集客数

■目標値の設定 （単位：人/年）

指標の概要

■計測結果
平成28年度は目標値に達しているものの、その他年度は未達成となって

いる。
未達成の要因として、多くの集客を見込んでいた屋外大規模イベント

が、台風等の天候不順と重なったこと（H29、R1）、桜の満開時期とイベン
ト開催時期がずれてしまったこと（H30）などが考えられる。

目標値と実績の推移

■目標値の達成状況

目標値の達成状況

■従前値（平成27年度）
高田区の観光イベント及び観光施設の入込客数を市が集計し従前値と

した。

■評価値（令和2年度）
69,308人（評価基準日：令和3年3月31日）

計測手法

従前値（H27）
228,971人/年

目標値（R2）
428,200人/年

従前値
（平成27年度）

目標値
（令和2年度）

評価値
（令和2年度）

達成度

228,971人/年 428,200人/年 69,308人/年 ×

246,800 

286,000 

333,000 

396,000 
428,000 

228,971 

259,300 

227,251 

280,281 

201,581 

69,308 

0 人

50,000 人

100,000 人

150,000 人

200,000 人

250,000 人

300,000 人

350,000 人

400,000 人

450,000 人

H27 H28 H29 H30 R1 R2

目標値

実績

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

目標値 228,971 246,800 286,000 333,000 396,000 428,200

達成に至らなかった
達成

【指標３】 高田区の街なかの観光客入込数



数値目標の達成状況【その他数値指標１】
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指標を取り上げる理由
✓指標１及び指標２を補完し、街なかの魅力向上を説明
✓高田区の世帯数は城下町高田の居住地としての魅力向上を表すと考えられるため、効果発現状況を測る参考指標として取り上げる。

総合所見
✓高田区の人口は社会減の傾向にある中、高田区の世帯数は多少の増減はあるもののほぼ横ばいで推移しており、また事業実施前の
平成27年度と比較すると増加していることから、事業の効果が発現していると言える。

【その他の数値指標１】
高田区の世帯数

12,815

12,825

12,874

12,814

12,848

12,750

12,800

12,850

12,900

12,950

H27 H28 H29 H30 R1

高田区の世帯数の推移

世帯数

H27と比較するとR1は増加

【その他の数値指標】



数値目標の達成状況【その他数値指標２】
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指標を取り上げる理由
✓指標３を補完し、街なかの交流人口の増加を説明
✓歴史的建築物であり、街なか回遊拠点機能を併せ持つ高田小町の一時利用者数（※）

は、城下町高田の交流人口の増加状況を表すと考えられるため、効果発現状況を測る
参考指標として取り上げる。※ 貸館利用者を除いた来館者数

総合所見
✓まち歩きの拠点エリアにある高田小町の一時利用者数が増加傾向にあり、

高田小町周辺エリアの魅力が向上したと考えられ、事業の効果が発現して
いると言える。

8,895 

10,120 

10,575 

14,690 

13,859 

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

H27 H28 H29 H30 R1

高田小町の一時利用者数の推移

一時利用者数

増加傾向

【その他の数値指標２】
高田小町の一時利用者数

増加傾向

H27 H28 H29 H30 R1

関西 0 87 213 410 152

埼玉県 121 92 130 121 146

新潟市 217 232 335 301 297

神奈川県 129 140 201 209 142

大阪府 26 253 82 159 137

長岡市 77 73 106 106 103

長野県 178 424 188 230 238

東京都 630 650 730 679 621

不明 87 225 561 340 272

富山県 137 99 81 292 168

0

100

200

300

400

500

600

700

800

町家交流館「高田小町」の

出発地別見学者（上位10位）の推移

東京

2,359

3,050

3,873 3,959

3,494

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H27 H28 H29 H30 R1

（
人
）

町家交流館「高田小町」の

市外からの見学者数の推移

市外からの見学者

【その他の数値指標】



Kinaiya ～３年間の歩みとこれから～



Kinaiyaとは？

色々な人に上越市高田に興味を持って来て
もらいたい！

高田の雁木町家が無くなってしまうのを少
しでも食い止め、空き家を減らしたい！

という思いから、高田で活動や事業をしているメンバー
で立ち上げたプロジェクト。

Kinaiya＝（高田に）来ないや！



リノベーション物件の増加
 リノベーションの定義：手を加えて良くすること／修復／再生／改革／刷新
 近年、雁木町家などの空き家を活用したリノベーション物件が増えてきている。

▼町家複合施設兎に角

▼みんなのフレンチ Lerch

▼仲六青苧の家

▼㈱テラスカイ

▼世界ノトナリ

▼㈱アクセル ▼ハンモックとヨガ木舎

▼bar mocomoco ▼66 グリル＆バー ▼旧師団長官舎

▼高田世界館 ▼町の家MACHI’S HOUSE



目指す方向

にぎわい再生、雇用創出、移住定住促進、街なか居住促進、空き家・
空き店舗対策、歴史・文化資産継承、街の担い手育成など

高田市街地の雁木町家などの空き物件を活用した
リノベーションの促進と情報発信

街なかに新しい人の流れができる

若い世代を中心とする幅広い世代が
交流できる場所が生まれる

課題解決に向けたアクションが起こる



これまでの活動

ミンナデ工務店

空き家Bar

DOMA活

空き家見学会

リノベ交流会 パンフレット制作

空き家を活用したＤＩＹワーク
ショップの実施

雁木町家の特徴である土間を活
用したイベントの開催

空き家を活用した若者たちの交
流の場の創出

空き物件やリノベーション物件
の見学会の実施

近隣他都市のリノベーションま
ちづくりに関する勉強会の開催

「高田アーケーズ」によるリノ
ベーションブックの発行















３回のDIYワークショップで「のびた」の
エントランスがオシャレな空間に変身！





完成後のシェアキッチン















空き家に灯りをともすための
きっかけづくり



記念すべき第１回！
なんと50名ほどの参加者が集結！



食べ物や飲み物を持ち寄って
楽しくおしゃべりしながらも、

空き家の活用方法や
これからの活動について考える



時には他都市のスペシャリストと
リノベーション談義



楽しい場所には人が集まる！
空き家のポテンシャルを実感した夜





 ▼高田小町に集合 ▼趣旨説明 

▼仲町６丁目の空き家（１軒目） ▼次なる目的地へ移動 



 ▼仲町６丁目の空き家（２軒目） ▼テラスカイにてレクチャーを受ける参加者 

▼町家複合施設「兎に角」 ▼DIGMOG COFFEE も利用しながら見学 



空き家見学会の様子は「かわら版」で発信



新潟日報にも大きく掲載





 ▼オープニング ▼Kinaiyaの紹介 

▼蓮沼さんによる燕市吉田のプロジェクトの紹介 ▼山川さんによる井波の「BED＆CRAFT」の取組紹介 



 ▼各テーブルにて「ミンナデ妄想トーク」 ▼高田にあったら面白いモノ・コトについて熱心に議論 

▼各テーブルでの意見を簡単に共有 ▼クロージング 





「高田アーケーズ」結成！
構成、取材、執筆、イラスト描画
等すべてを自分たちで手掛ける











2020年6月、新潟日報で３日間連続
での特集記事が掲載





Kinaiyaの成果

 Kinaiyaの取組により、高田の街なかに若者が集い活
動するきっかけが生まれた

 Kinaiya に関わったことを契機に、町家をリノベー
ションして飲食店を開業する人が生まれた

 Kinaiyaの取組を通じて、リノベーションした町家に
オフィスを移転する企業が生まれた

 空き家Bar への参加を契機に、Ｕターンした人が生ま
れた

 DIYワークショップや空き家Barを実施した空き家に
入居する人が生まれた



これからのKinaiya

私たちKinaiya プロジェクトは、高田におけるリノベーション活動を通じ、まちの宝
を未来へ受け継ぎ、持続可能な地域のありかたを見出すことを目指します。

リノベーションを通じて、
 高田のまちの健全性を維持・向上したい
 高田のまちの魅力を維持・向上し、広く知らせたい
 高田のまちに人の集う場（機会）を増やしたい（特に、若い世代との接点の拡充）

＜基本理念＞

＜ビジョン＞

 目的をもつ団体としての体制づくり（事務局機能、役割分担など）
 定期的・継続的な情報発信（WEBサイト整備、SNS発信など）
 空き家の利活用（ミンナデ工務店、DOMA活、空き家Bar、勉強会など）
 空き物件とプレイヤーのマッチング（空き物件情報の収集整理、空き家見学会など）
 地域コミュニティへの貢献（朝市への参画、移住者交流会など）

＜アクション＞

 リノベーションとは、既存のモノ・コトに新たな機能や価値を加え、生まれ変わらせること。



高田の魅力をいつまでも
－ご清聴、ありがとうございました－
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と

し
て
継
続
的
に
空
き
家
や
高
田
の
ま
ち
に
つ
い

て
の
勉
強
の
場
を
持
ち
た
い
と
い
う
想
い
も
あ

り
ま
す
。
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本
日
は
お
忙
し
い
な
か
お

集
ま
り
い
た
だ
き
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、

申
込
み
受
付
開
始
か
ら
す
ぐ
に

期
待
以
上
の
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
も
、
空
き
家
や
高
田

の
ま
ち
へ
の
関
心
の
高
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

K
i
n
a
iy
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
：

キ
ナ
イ
ヤ
）
は
上
越
市
事
業
の
一
環
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

高
田
は
か
つ
て
は
多
様
な
人
た
ち
が

活
動
・
消
費
・
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
、
私
の
学
生
時
代
か
ら
比
べ
て
も

特
に
若
い
人
た
ち
と
ま
ち
と
の
接
点
が

減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私

「
み
ん
な
の
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ａ
活
」【
左
写
真
】を
仕
掛
け
た
り
、

「
空
き
家
見
学
会
」
や
他
都
市
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
リ
ノ
ベ
交
流
会「
上
越
高
田
エ
リ
ア 

リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
派
生
し
た
動
き
と
し
て
、

「
高
田
ア
ー
ケ
ー
ズ
」
作
成
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

町
家
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
【
下
写
真
】
が
あ
り
ま

す
。
高
田
ア
ー
ケ
ー
ズ
は
キ
ナ
イ
ヤ
の
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
若
い
女
性
た
ち
で
結
成
さ

れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
キ
ナ
イ
ヤ
と
接
点
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
町
家
を
リ
ノ
ベ
し
て
飲
食
店
を
開
業
さ

れ
た
り
、
リ
ノ
ベ
町
家
に
オ
フ
ィ
ス
を
移
転
し
た

企
業
も
あ
り
ま
す
。
空
き
家
B
a
r
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
キ

ナ
イ
ヤ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
空
き
家
に
入

居
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
今

後
も
キ
ナ
イ
ヤ

は
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び

改
め
て
掲
げ

直
し
た
我
々
の

理
念
・
指
針
が

こ
ち
ら
で
す
【
下
記
】。
建
物
だ
け
で
は
な
く
様
々

な
モ
ノ
・
コ
ト
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
で
、

〝
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞
を
通
じ
て
高
田
の
ま
ち
を

元
気
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
協

力
し
合
っ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

確
か
に
町
家
は
暗
い
で
す
が
、
外
国
の
家
な
ど

は
実
は
結
構
暗
い
。
な
か
に
は
暗
さ
を
良
し
と
す

る
人
も
必
ず
い
る
の
で
、そ
う
い
う
人
た
ち
に「
町

家
も
い
い
よ
」
と
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
け
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
う
ち
も
、
家
族

全
員
で
協
力
し
な
が
ら
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

片
岸　
　
お
子
さ
ん
の
話
題
が
出
た
と
こ
ろ

で
、
最
後
に
小
学
校
教
諭
の
H
さ
ん
、一
言
お
願

い
し
ま
す
。

H
さ
ん　
　
小
学
６
年
生
の
担
任
を
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
の
総
合
学
習
は
高
田
の
雁
木

町
家
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
子
供

た
ち
は
最
初
は
雁
木
町
家
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど

知
ら
ず
、
古
い
と
い
う
印
象
し
か
な
い
状
態
で
し

た
。
そ
れ
が
キ
ナ
イ
ヤ
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
い
た

だ
く
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
重
ね

る
に
つ
れ
「
高
田
の
宝
は
雁
木
町
家
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
心
な
ん

だ
」
と
、
12
歳
の
子
供
た
ち
が
熱
く
語
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
た
ら

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
よ
う
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
し
、
私
自
身
も
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
、
今
日
こ
こ
に
来
ま
し
た
。

参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
野　
　
僕
が
町
家
の
良
さ
に
気
付
い
た
の

は
大
学
以
降
、
ま
ち
の
歴
史
な
ど
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
H
先
生
の
小
学
校

が
羨
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
手
遅
れ
に
な
っ
て
か

ら
気
付
く
と
い
う
不
幸
が
起
こ
る
前
に
、
ま
ち

ぐ
る
み
で
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
は
何
か
と
話
し

合
え
る
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。
今
日
の
こ
の

よ
う
な
場
も
今
回
限
り
と
せ
ず
、
ぜ
ひ
ま
た
こ
の

先
を
掘
り
下
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

継
ぐ
人
の
予
定
は
な
い
」
と
い
う
回
答
で
し
た
。

あ
と
10
〜
15
年
で
空
き
家
が
急
増
す
る
、
も
う

の
ん
び
り
し
て
い
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
に
し
て
も
、
耐
震
防
火
性
能
は

ど
う
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
少
し
ず
つ
で
も

整
理
す
る
も
の
は
整
理
し
て
、
利
活
用
で
き
る
も

の
は
利
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
官
民
連
携
で

取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

F
さ
ん　
　
町
家
の
歯
抜
け
状
態
に
つ
い
て
で

す
が
、
田
中
先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
５
段
階
中
の

1
2
あ
た
り
で
歯
抜
け
に
な
っ
て
く
れ
た
方
が

〝
ま
ち
の
更
新
〞
に
と
っ
て
は
良
い
と
い
う
観
点

も
あ
り
ま
す
。〝
良
い
家
〞
も
概
ね
三
世
代
で
建

て
替
え
時
期
を
迎
え
ま
す
か
ら
、
住
む
人
の
意
向

を
受
け
止
め
つ
つ
雁
木
通
り
や
ま
ち
並
み
に
配

慮
し
た
住
環
境
を
提
供
し
、
防
火
性
能
等
を
備

え
た
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
も
必
要

で
す
。
隣
の
敷
地
を
う
ま
く
使
え
ば
町
家
エ
リ
ア

全
体
の
住
環
境
が
良
く
な
る
、
良
い
ま
ち
が
で

き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
の
上
で
、
残
す
べ

き
町
家
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
し
っ
か
り

利
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

片
岸　
　
上
越
に
移
住
さ
れ
て
リ
ノ
ベ
町
家

に
お
住
ま
い
の
G
さ
ん
は
、
実
生
活
で
ど
ん
な
印

象
・
感
想
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

G
さ
ん　
　
上
越
に
来
て
11
年
、
高
田
の
町

家
に
暮
ら
し
始
め
て
４
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
な
ら
上
越
ら
し
い
暮
ら
し
が
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
チ
ラ
シ
で
今
の
家
を
見
付
け
、

購
入
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
住
ん
で
い
ま
す
。

我
が
家
は
角
地
の
た
め
明
る
さ
は
そ
れ
な
り
に

あ
っ
て
、
幸
か
不
幸
か
隣
が
空
き
家
の
た
め
騒
音

問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
が
朝
市
の
通
り
な

の
で
出
店
者
さ
ん
と
親
し
く
な
っ
た
り
、
子
供
も

可
愛
が
っ
て
も
ら
え
た
り
、
良
い
生
活
が
で
き
て

規
制
で
間
口
が
狭
く
な
る
。
解
体
し
た
ら
両
側
の

家
の
壁
を
修
繕
す
る
責
任
も
負
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
ま
で
し
て
…
…
と
な
る
と
、
結
局
「
郊

外
に
建
て
よ
う
」
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
し
ま
う
。

A
さ
ん　
　
９
年
前
の
大
雪
と
比
べ
て
も
、

高
齢
化
と
共
に
ま
ち
の
力
が
無
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
も
う
空
き
家
の
除

雪
ま
で
手
が
回
せ
な
い
、
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

町
家
は
解
体
す
る
と
壁
補
修
の
負
担
も
あ
り
、

手
放
す
に
は
隣
の
家
に
買
っ
て
も
ら
う
か
譲
る
し

か
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
人
の
家
に
対

し
て
「
売
れ
、
譲
れ
」
と
い
う
干
渉
は
し
に
く
い
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
不
動
産
屋
さ
ん
な
ど
の
プ

ロ
に
動
い
て
も
ら
え
る
と
非
常
に
助
か
り
ま
す
。

片
岸　
　
そ
う
い
っ
た
物
件
の
情
報
と
活
用

し
た
い
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重
要
で
す
ね
。
不
動

産
業
の
D
さ
ん
、
ご
意
見
伺
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

D
さ
ん　
　
実
際
の
と
こ
ろ
、
町
家
は
基
本

的
に
需
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
町
家
が
悪
い

の
で
は
な
く
、
若
い
方
が
建
て
た
い
家
を
建
て
ら

れ
る
形
状
の
土
地
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
建
築
屋
さ
ん
と
お
話
し
す

る
と
、
間
口
は
10
ｍ
は
欲
し
い
と
聞
き
ま
す
。
空

き
家
が
３
軒
続
い
て
い
れ
ば
確
保
で
き
ま
す
が
、

そ
ん
な
条
件
は
な
か
な
か
揃
わ
な
い
。
ま
ち
が
魅

力
的
で
も
住
み
た
い
家
を
建
て
ら
れ
な
け
れ
ば

違
う
も
の
を
求
め
て
し
ま
う
し
、
求
め
ら
れ
れ
ば

や
は
り
違
う
所
を
勧
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

片
岸　
　
建
築
的
な
面
で
は
建
築
士
の
E
さ

ん
や
F
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

E
さ
ん　
　
空
き
家
問
題
の
な
か
で
も
、
特
に

町
家
は
条
件
が
厳
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
、

建
築
士
会
で
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
嫌
厭
要

因
と
し
て
「
暗
い
」「
寒
い
」「
隣
家
の
物
音
」
が
挙

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ
全
員
が
「
次
に
住
み

し
み
の
声
も
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
暗
い
話
題

で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
民
の
問
題
意
識

を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
は
ま
ず
地
元
の
方
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
高
田
町
家
エ
リ
ア
の
各
町
内
会
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
さ
ん　
　
雁
木
は
子
供
た
ち
の
通
学
路
と

し
て
、
町
民
の
通
路
と
し
て
大
事
な
も
の
。「
家

を
解
体
し
て
も
雁
木
は
残
し
て
ほ
し
い
」
と
声
掛

け
は
し
て
い
て
、
実
際
に
造
っ
て
く
だ
さ
る
方
も

い
る
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
寸
断
箇
所
も
あ
り
、
本
当
は
行
政
で
や
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
今
、

私
自
身
で
図
面
と
見
積
り
を
手
配
し
て
お
り
、
土

地
所
有
者
の
方
に
掛
け
合
っ
て
み
る
つ
も
り
で
い

ま
す
。
造
っ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
動
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

B
さ
ん　
　
私
の
町
内
は
今
は
空
き
家
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
単
身
世
帯
が
多
い
。
予
備
軍

と
も
言
え
ま
す
が
、
家
に
よ
っ
て
は
子
供
さ
ん
が

帰
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

C
さ
ん　
　
う
ち
は
９
割
以
上
が
雁
木
町
家
、

３
人
に
1
人
が
70
歳
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。

空
き
家
は
９
軒
。
こ
の
冬
の
大
雪
で
、
空
き
家
問

題
を
非
常
に
重
く
感
じ
ま
し
た
。
持
ち
主
が
判
っ

て
い
る
空
き
家
は
雪
下
ろ
し
を
し
て
ほ
し
い
と
連

絡
し
ま
し
た
が
、
下
ろ
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
家

が
４
軒
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
１
軒
は
雁
木
が
歪

み
、
私
の
判
断
で
通
行
止
め
に
し
た
箇
所
も
あ
り

ま
す
。
持
ち
主
の
判
ら
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は

連
絡
の
取
り
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
根
底
か

ら
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
若
い
世
代
、

例
え
ば
子
育
て
中
の
夫
婦
が
住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
か
ど
う
か
。
建
て
替
え
よ
う
と
す
る
と
法
の

開
会
挨
拶
﹇
藤
村
﹈

活
動
報
告

﹇
打
田
﹈

◆
人
口
減
少
と
空
き
家
増
加

　
３
戸
に
１
戸
が
空
き
家
と
な
る
（
野
村
総
研
・

2
0
1
5
年
時
点
の
予
測
値
） ↓ 

全
国
の
現

状
・
新
潟
県
の
現
状
：
や
や
改
善 

↓ 

上
越
市

特
有
の
問
題
：
対
策
の
遅
れ

◆
空
き
家
の
発
生
原
因

◇
相
続
し
た
家
が
空
き
家
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
（
国
土
交
通
省
調
査
）。
７
割
以
上
が

〝
長
期
空
き
家
〞

◇
相
続
後
、
問
題
先
送
り
「
今
は
ま
だ
と
り
あ

え
ず
そ
の
ま
ま
で
…
」 ↓ 

先
送
り
に
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
問
題
が
増
え
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
簡
単
に
手
放
す
こ
と
が
で
き
ず〝
塩

漬
け
〞
化

◇
家
の
処
分
を
子
供
の
代
に
先
送
り 

↓ 

相
続

放
棄
〜
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
申
立
て

が
為
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
発 

↓ 

塩
漬
け
空
き
家
の
発
生

◆
空
き
家
問
題
の
５
つ
の
段
階

（
0 

空
き
家
予
備
軍
レ
ベ
ル
）

1 

空
き
家
化
初
期
レ
ベ
ル

2 

利
活
用
可
能
レ
ベ
ル

3 

特
定
空
き
家
等
未
満
レ
ベ
ル

4 

特
定
空
き
家
等
レ
ベ
ル

5 

対
応
困
難
レ
ベ
ル

◆
空
き
家
対
策
〈
考
え
方
〉
の
ポ
イ
ン
ト

◇
病
気
と
同
様
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切 

… 

2
ま
で
の
間
に
所
有
者
自
身
に
よ
る

適
切
な
対
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
（「
住
ま
い

の
終
活
」）。

◇
行
政
が
空
き
家
対
策
に
着
手
で
き
る
の
は

4
に
な
っ
て
か
ら
（「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
）。
0

〜
3
で
行
政
が
単
独
で
対
策
す
る
の
は
難

し
い

◇
い
か
に
行
政
と
民
間
が
連
携
し
対
策
を
広

げ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

◆
全
国
で
始
ま
っ
て
い
る
様
々
な
対
策

①「
住
ま
い
の
終
活
」
の
た
め
の
支
援
制
度
作

り 

… 〝
家
を
建
て
る
サ
ポ
ー
ト
〞
は
多
数

あ
る
が
〝
家
と
の
関
係
を
終
わ
ら
せ
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
〞
は
少
な
い

②
空
き
家
の
状
況
を
調
べ
て
可
視
化
す
る
た

め
の
取
り
組
み 

… 

空
き
家
の
数
・
状
態
・

所
有
者
の
意
向
な
ど 

↓ 「
住
ま
い
の
ト
リ

ア
ー
ジ
」

③
空
き
家
の
利
活
用

④
利
活
用
で
き
な
い
空
き
家

の
解
体
促
進
策

…

私
の
末
の
子
は
今
５
歳
で
す
が
、
80
歳
に
な
る

頃
に
は
大
正
時
代
後
半
程
度
（
約
６
千
万
人
）
ま

で
人
口
が
減
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
時

代
と
異
な
る
の
は
、
高
齢
化
率
が
40
％
近
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
人
口
増
加
に
伴
い
多

く
の
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
住
宅
も
減
ら
し
て
い
か

な
い
と
、
空
き
家
だ
ら
け
の
国
に
な
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

空
き
家
の
問
題
は
、
先
日
の
大
雪
に
よ
る
倒
壊

の
よ
う
な
事
故
等
が
あ
っ
て
初
め
て
問
題
に
気

付
く
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
空
き
家
が
倒
壊
し
通
学
の
子
供
た
ち
が

巻
き
添
え
に
な
る
よ
う
な
事
故
が
起
き
る
前
に
、

我
々
大
人
が
対
策
を
取
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。

今
後
、
人
口
減
少
と
共
に
加
速
度
的
に
空
き

家
が
増
加
し
ま
す
が
、 

①
空
き
家
問
題
は
対
策
が

先
送
り
に
な
り
や
す
い
社
会
構
造
が
あ
る
、 

②
問

題
先
送
り
空
き
家
は
時
間
の
経
過
と
共
に
塩
漬

け
空
き
家
に
移
行
し
て
い
っ
て
し
ま
う
、 

③
そ
こ

に
相
続
放
棄
が
加
わ
る
と
問
題
の
範
囲
が
大
き

く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ど
こ
に
メ
ス
を
入
れ
て
解
決
し
て

い
く
べ
き
か
を
念
頭
に
置
い
て
対
策
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
全
国
に
は
す

で
に
解
決
事
例
が
山
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。「
上
越
も
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
」
と
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
声
を
上
げ
て
い
た
だ
け

る
と
前
進
が
望
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
潟
県
弁
護
士
会
に
も
空
き
家
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
の
で
、
法
律
的
に
ど
の
よ
う
な
備
え
を

し
て
お
け
ば
良
い

の
か
等
、
い
つ
で

も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
野　
　
で
は
僕
か
ら

少
し
、
車
座
ト
ー
ク
導

入
の
お
話
し
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

僕
は
こ
の
高
田
の
雁

木
町
家
エ
リ
ア
在
住
で
す
。

町
内
に
は
ま
だ
そ
れ
な
り
に
結
束

と
活
力
が
あ
り
、
先
の
１
月
の
大
雪
の
際
も
「
一

致
団
結
し
て
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
り
ま
し
た
し
、
夏
の
上
越
ま
つ
り
も
な
か
な
か
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プロジェクト発足から３年。今
回、節目のイベントとして〈どうす
る？「空き家」〉のテーマの下、
Kinaiyaと「空き家」のこれまで～
これからを一旦まとめよう──
と、３月12日（金）、町家交流館 
高田小町にて公開ミーティング
を開催しました。
 会は第１部「Kinaiyaプロジェ

クト３年間の活動報告」、第２部
「車座トーク：高田のまちの空き
家問題を考える」の二部構成で、
第２部では地域の皆様からも
トークにご参加いただき、白熱の
一夜となりました！

キ
ナ
イ
ヤ
は
高
田
で
活
動
や
事
業
を
展
開
す

る
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
た
〝
ま
ち
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
上
越
地
域
の「
お

い
で
よ
」
と
い
う
意
味
の
方
言
「
来
な
い
や
」
か

ら
名
付
け
ま
し
た
。

近
年
、
高
田
で
は
町
家
や
古
い
建
物
を
再
生

し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
【
右
写
真
】。
一
方
で
空
き
家
の
増
加
や
、
空
き

家
の
取
り
壊
し
に
よ
る
雁
木
の
寸
断
は
な
か
な

か
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
下
で
、
我
々
キ
ナ
イ
ヤ
は
①
高
田
市

街
地
の
雁
木
町
家
な
ど
の
空
き
物
件
を
活
用
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
情
報
発
信
を
行
い
、 

②
若
い
世
代
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
世
代
が
交

流
で
き
る
場
が
生
ま
れ
、 

③
ま
ち
な
か
に
新
し
い

人
の
流
れ
が
で
き
、 

④
課
題
解
決
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
が
起
こ
る
、
と
い
う
状
態
を
目
指
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
３
年
間
の
活

動
と
し
て
、
ま
ず
は

こ
ち
ら
、D
I
Y
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ミ
ン

ナ
デ
工
務
店
」【
下
写
真
】

を
計
４
回
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
る
き
っ
か
け
作

り
と
し
て
、
空
き
家

を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト

「
空
き
家
Ｂ
ａ
ｒ
」
や

▼

みんなで空き家を直してカッコよく再生しよう！と参加者を募集し実施した「ミンナデ工務店」。
東本町２「のびた」で３回（写真）、仲町４「兎に角」で１回の計４回実施。

町家複合施設「兎に角」

明治の擬洋風建築
「高田世界館」

株式会社テラスカイ
上越サテライトオフィス

頑
張
っ
て
る
よ
ね
と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
で
は

20
代
の
方
が
空
き
家
だ
っ
た
町
家
に
住
み
始
め

て
く
れ
た
り
と
、
嬉
し
い
動
き
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
空
き
家
も
、
明
ら
か
に
空
き
家
予
備
軍

と
見
ら
れ
る
世
帯
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は

近
隣
の
別
の
町
内
で
す

が
、
僕
が
子
供
の
頃
か

ら
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
家
が
放
置
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
【
下
写
真
】。
こ
の

よ
う
な
空
き
家
は
普
段

は
大
丈
夫
で
も
、
大
雪
や
台
風
、
地
震
と
な
る
と

途
端
に
危
険
因
子
に
な
り
得
て
し
ま
う
。

雁
木
通
り
は
各
戸
の
私
有
地
を
通
行
人
に
提

供
し
て
い
る
点
が
〝
共
助
の
精
神
〞
と
い
う
美
談

と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
僕
も
雁
木
通
り

が
大
好
き
で
す
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
「
高
田

の
雁
木
は
危
険
な
も
の
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

公
道
な
ら
公
共
の
問
題
で
す
が
、
私
有
地
で

あ
る
た
め
に
、
放
置
空
き
家
は
そ
の
管
理
や
事
故

が
あ
っ
た
場
合
の
責
任
の
所
在
が
曖
昧
で
す
。
雁

木
通
り
の
通
行
は
人
の
土
地
を
通
る
と
い
う
こ

と
の
た
め
、
外
の
人
が
と
や
か
く
言
え
な
い
面
も

あ
り
ま
す
。
ま
ち
の
安
全
性
が
非
常
に
脆
い
形

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
怖
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
「
リ
ス
ク
を
負
い
た
く
な
い
か

ら
雁
木
を
無
く
し
て
し
ま
お
う
」
と
い
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力
的
な
雁
木

通
り
っ
て
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
キ
ナ
イ
ヤ
と

し
て
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
の
豪
雪
で
相
次
い
だ
空
き
家
倒
壊
に
、

ど
う
に
か
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
切
実
な
苦

紙幅都合による割愛も多数（涙）、熱いトークが交わされた一夜でした！
しかしこの夜で“解決した問題”は何もありません。一歩ずつ前進あるのみ…
新年度からも　　　　　　　　　　　　　をよろしくお願い申し上げます！Kinaiyaプロジェクト

TerraSky satellite office  photo@ Ano Daici
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そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
今
後
の
活
動
の
一
環
と

し
て
継
続
的
に
空
き
家
や
高
田
の
ま
ち
に
つ
い

て
の
勉
強
の
場
を
持
ち
た
い
と
い
う
想
い
も
あ

り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
、
新

潟
県
弁
護
士
会
の
田
中
篤
子
先
生
に
情
報
提
供

の
お
話
を
お
願
い
し
、
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
取
り
組
み
に
も
活
か
し

て
い
こ
う
と
、
こ
の
よ
う
な
形
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
キ
ナ
イ
ヤ

の
活
動
報
告
と
し
て
こ
の
３

年
間
の
歩
み
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
も
少

し
だ
け
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
ち
キ
ナ
イ
ヤ
は
「
い

ろ
い
ろ
な
人
に
高
田

に
興
味
を
も
っ
て
来

て
も
ら
い
た
い
」「
高
田

の
雁
木
町
家
が
無
く
な
っ

て
し
ま
う
の
を
少
し
で
も
食
い

止
め
、空
き
家
を
減
ら
し
た
い
」と
い
う
想
い
の
下
、

多
様
な
世
代
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
作
り
を
と

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

市
の
事
業
と
し
て
は
今
年
度
で
最
後
と
な
り

ま
す
が
、
私
も
含
め
、
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
今
後
も
キ
ナ
イ
ヤ
と
し
て

活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今
日
は
ひ
と

ま
ず
こ
こ
で
一
区
切
り
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
た

ち
の
振
り
返
り
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
皆

様
に
キ
ナ
イ
ヤ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う

想
い
も
あ
り
、
こ
の
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

き
ま
し
た
。

本
日
は
お
忙
し
い
な
か
お

集
ま
り
い
た
だ
き
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、

申
込
み
受
付
開
始
か
ら
す
ぐ
に

期
待
以
上
の
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
も
、
空
き
家
や
高
田

の
ま
ち
へ
の
関
心
の
高
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

K
i
n
a
iy
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
：

キ
ナ
イ
ヤ
）
は
上
越
市
事
業
の
一
環
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

高
田
は
か
つ
て
は
多
様
な
人
た
ち
が

活
動
・
消
費
・
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
、
私
の
学
生
時
代
か
ら
比
べ
て
も

特
に
若
い
人
た
ち
と
ま
ち
と
の
接
点
が

減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私

「
み
ん
な
の
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ａ
活
」【
左
写
真
】を
仕
掛
け
た
り
、

「
空
き
家
見
学
会
」
や
他
都
市
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
リ
ノ
ベ
交
流
会「
上
越
高
田
エ
リ
ア 

リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
派
生
し
た
動
き
と
し
て
、

「
高
田
ア
ー
ケ
ー
ズ
」
作
成
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

町
家
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
【
下
写
真
】
が
あ
り
ま

す
。
高
田
ア
ー
ケ
ー
ズ
は
キ
ナ
イ
ヤ
の
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
若
い
女
性
た
ち
で
結
成
さ

れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
キ
ナ
イ
ヤ
と
接
点
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
町
家
を
リ
ノ
ベ
し
て
飲
食
店
を
開
業
さ

れ
た
り
、
リ
ノ
ベ
町
家
に
オ
フ
ィ
ス
を
移
転
し
た

企
業
も
あ
り
ま
す
。
空
き
家
B
a
r
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
キ

ナ
イ
ヤ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
空
き
家
に
入

居
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
今

後
も
キ
ナ
イ
ヤ

は
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び

改
め
て
掲
げ

直
し
た
我
々
の

理
念
・
指
針
が

こ
ち
ら
で
す
【
下
記
】。
建
物
だ
け
で
は
な
く
様
々

な
モ
ノ
・
コ
ト
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
で
、

〝
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞
を
通
じ
て
高
田
の
ま
ち
を

元
気
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
協

力
し
合
っ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

確
か
に
町
家
は
暗
い
で
す
が
、
外
国
の
家
な
ど

は
実
は
結
構
暗
い
。
な
か
に
は
暗
さ
を
良
し
と
す

る
人
も
必
ず
い
る
の
で
、そ
う
い
う
人
た
ち
に「
町

家
も
い
い
よ
」
と
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
け
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
う
ち
も
、
家
族

全
員
で
協
力
し
な
が
ら
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

片
岸　
　
お
子
さ
ん
の
話
題
が
出
た
と
こ
ろ

で
、
最
後
に
小
学
校
教
諭
の
H
さ
ん
、一
言
お
願

い
し
ま
す
。

H
さ
ん　
　
小
学
６
年
生
の
担
任
を
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
の
総
合
学
習
は
高
田
の
雁
木

町
家
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
子
供

た
ち
は
最
初
は
雁
木
町
家
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど

知
ら
ず
、
古
い
と
い
う
印
象
し
か
な
い
状
態
で
し

た
。
そ
れ
が
キ
ナ
イ
ヤ
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
い
た

だ
く
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
重
ね

る
に
つ
れ
「
高
田
の
宝
は
雁
木
町
家
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
心
な
ん

だ
」
と
、
12
歳
の
子
供
た
ち
が
熱
く
語
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
た
ら

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
よ
う
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
し
、
私
自
身
も
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
、
今
日
こ
こ
に
来
ま
し
た
。

参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
野　
　
僕
が
町
家
の
良
さ
に
気
付
い
た
の

は
大
学
以
降
、
ま
ち
の
歴
史
な
ど
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
H
先
生
の
小
学
校

が
羨
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
手
遅
れ
に
な
っ
て
か

ら
気
付
く
と
い
う
不
幸
が
起
こ
る
前
に
、
ま
ち

ぐ
る
み
で
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
は
何
か
と
話
し

合
え
る
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。
今
日
の
こ
の

よ
う
な
場
も
今
回
限
り
と
せ
ず
、
ぜ
ひ
ま
た
こ
の

先
を
掘
り
下
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

継
ぐ
人
の
予
定
は
な
い
」
と
い
う
回
答
で
し
た
。

あ
と
10
〜
15
年
で
空
き
家
が
急
増
す
る
、
も
う

の
ん
び
り
し
て
い
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
に
し
て
も
、
耐
震
防
火
性
能
は

ど
う
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
少
し
ず
つ
で
も

整
理
す
る
も
の
は
整
理
し
て
、
利
活
用
で
き
る
も

の
は
利
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
官
民
連
携
で

取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

F
さ
ん　
　
町
家
の
歯
抜
け
状
態
に
つ
い
て
で

す
が
、
田
中
先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
５
段
階
中
の

1
2
あ
た
り
で
歯
抜
け
に
な
っ
て
く
れ
た
方
が

〝
ま
ち
の
更
新
〞
に
と
っ
て
は
良
い
と
い
う
観
点

も
あ
り
ま
す
。〝
良
い
家
〞
も
概
ね
三
世
代
で
建

て
替
え
時
期
を
迎
え
ま
す
か
ら
、
住
む
人
の
意
向

を
受
け
止
め
つ
つ
雁
木
通
り
や
ま
ち
並
み
に
配

慮
し
た
住
環
境
を
提
供
し
、
防
火
性
能
等
を
備

え
た
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
も
必
要

で
す
。
隣
の
敷
地
を
う
ま
く
使
え
ば
町
家
エ
リ
ア

全
体
の
住
環
境
が
良
く
な
る
、
良
い
ま
ち
が
で

き
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
の
上
で
、
残
す
べ

き
町
家
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
し
っ
か
り

利
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

片
岸　
　
上
越
に
移
住
さ
れ
て
リ
ノ
ベ
町
家

に
お
住
ま
い
の
G
さ
ん
は
、
実
生
活
で
ど
ん
な
印

象
・
感
想
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

G
さ
ん　
　
上
越
に
来
て
11
年
、
高
田
の
町

家
に
暮
ら
し
始
め
て
４
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
な
ら
上
越
ら
し
い
暮
ら
し
が
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
チ
ラ
シ
で
今
の
家
を
見
付
け
、

購
入
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
住
ん
で
い
ま
す
。

我
が
家
は
角
地
の
た
め
明
る
さ
は
そ
れ
な
り
に

あ
っ
て
、
幸
か
不
幸
か
隣
が
空
き
家
の
た
め
騒
音

問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
が
朝
市
の
通
り
な

の
で
出
店
者
さ
ん
と
親
し
く
な
っ
た
り
、
子
供
も

可
愛
が
っ
て
も
ら
え
た
り
、
良
い
生
活
が
で
き
て

規
制
で
間
口
が
狭
く
な
る
。
解
体
し
た
ら
両
側
の

家
の
壁
を
修
繕
す
る
責
任
も
負
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
ま
で
し
て
…
…
と
な
る
と
、
結
局
「
郊

外
に
建
て
よ
う
」
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
し
ま
う
。

A
さ
ん　
　
９
年
前
の
大
雪
と
比
べ
て
も
、

高
齢
化
と
共
に
ま
ち
の
力
が
無
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
も
う
空
き
家
の
除

雪
ま
で
手
が
回
せ
な
い
、
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

町
家
は
解
体
す
る
と
壁
補
修
の
負
担
も
あ
り
、

手
放
す
に
は
隣
の
家
に
買
っ
て
も
ら
う
か
譲
る
し

か
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
人
の
家
に
対

し
て
「
売
れ
、
譲
れ
」
と
い
う
干
渉
は
し
に
く
い
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
不
動
産
屋
さ
ん
な
ど
の
プ

ロ
に
動
い
て
も
ら
え
る
と
非
常
に
助
か
り
ま
す
。

片
岸　
　
そ
う
い
っ
た
物
件
の
情
報
と
活
用

し
た
い
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重
要
で
す
ね
。
不
動

産
業
の
D
さ
ん
、
ご
意
見
伺
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

D
さ
ん　
　
実
際
の
と
こ
ろ
、
町
家
は
基
本

的
に
需
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
町
家
が
悪
い

の
で
は
な
く
、
若
い
方
が
建
て
た
い
家
を
建
て
ら

れ
る
形
状
の
土
地
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
建
築
屋
さ
ん
と
お
話
し
す

る
と
、
間
口
は
10
ｍ
は
欲
し
い
と
聞
き
ま
す
。
空

き
家
が
３
軒
続
い
て
い
れ
ば
確
保
で
き
ま
す
が
、

そ
ん
な
条
件
は
な
か
な
か
揃
わ
な
い
。
ま
ち
が
魅

力
的
で
も
住
み
た
い
家
を
建
て
ら
れ
な
け
れ
ば

違
う
も
の
を
求
め
て
し
ま
う
し
、
求
め
ら
れ
れ
ば

や
は
り
違
う
所
を
勧
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

片
岸　
　
建
築
的
な
面
で
は
建
築
士
の
E
さ

ん
や
F
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

E
さ
ん　
　
空
き
家
問
題
の
な
か
で
も
、
特
に

町
家
は
条
件
が
厳
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
、

建
築
士
会
で
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
嫌
厭
要

因
と
し
て
「
暗
い
」「
寒
い
」「
隣
家
の
物
音
」
が
挙

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ
全
員
が
「
次
に
住
み

し
み
の
声
も
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
暗
い
話
題

で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
民
の
問
題
意
識

を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
は
ま
ず
地
元
の
方
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
高
田
町
家
エ
リ
ア
の
各
町
内
会
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
さ
ん　
　
雁
木
は
子
供
た
ち
の
通
学
路
と

し
て
、
町
民
の
通
路
と
し
て
大
事
な
も
の
。「
家

を
解
体
し
て
も
雁
木
は
残
し
て
ほ
し
い
」
と
声
掛

け
は
し
て
い
て
、
実
際
に
造
っ
て
く
だ
さ
る
方
も

い
る
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
寸
断
箇
所
も
あ
り
、
本
当
は
行
政
で
や
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
今
、

私
自
身
で
図
面
と
見
積
り
を
手
配
し
て
お
り
、
土

地
所
有
者
の
方
に
掛
け
合
っ
て
み
る
つ
も
り
で
い

ま
す
。
造
っ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
動
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

B
さ
ん　
　
私
の
町
内
は
今
は
空
き
家
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
単
身
世
帯
が
多
い
。
予
備
軍

と
も
言
え
ま
す
が
、
家
に
よ
っ
て
は
子
供
さ
ん
が

帰
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

C
さ
ん　
　
う
ち
は
９
割
以
上
が
雁
木
町
家
、

３
人
に
1
人
が
70
歳
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。

空
き
家
は
９
軒
。
こ
の
冬
の
大
雪
で
、
空
き
家
問

題
を
非
常
に
重
く
感
じ
ま
し
た
。
持
ち
主
が
判
っ

て
い
る
空
き
家
は
雪
下
ろ
し
を
し
て
ほ
し
い
と
連

絡
し
ま
し
た
が
、
下
ろ
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
家

が
４
軒
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
１
軒
は
雁
木
が
歪

み
、
私
の
判
断
で
通
行
止
め
に
し
た
箇
所
も
あ
り

ま
す
。
持
ち
主
の
判
ら
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は

連
絡
の
取
り
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
根
底
か

ら
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
若
い
世
代
、

例
え
ば
子
育
て
中
の
夫
婦
が
住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
か
ど
う
か
。
建
て
替
え
よ
う
と
す
る
と
法
の

▲町家の土間を活用/土間で活動する「みんなのDOMA活」。2019年秋に第１回開催

◆
人
口
減
少
と
空
き
家
増
加

　
３
戸
に
１
戸
が
空
き
家
と
な
る
（
野
村
総
研
・

2
0
1
5
年
時
点
の
予
測
値
） ↓ 

全
国
の
現

状
・
新
潟
県
の
現
状
：
や
や
改
善 

↓ 

上
越
市

特
有
の
問
題
：
対
策
の
遅
れ

◆
空
き
家
の
発
生
原
因

◇
相
続
し
た
家
が
空
き
家
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
（
国
土
交
通
省
調
査
）。
７
割
以
上
が

〝
長
期
空
き
家
〞

◇
相
続
後
、
問
題
先
送
り
「
今
は
ま
だ
と
り
あ

え
ず
そ
の
ま
ま
で
…
」 ↓ 

先
送
り
に
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
問
題
が
増
え
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
簡
単
に
手
放
す
こ
と
が
で
き
ず〝
塩

漬
け
〞
化

◇
家
の
処
分
を
子
供
の
代
に
先
送
り 

↓ 

相
続

放
棄
〜
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
申
立
て

が
為
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
発 

↓ 

塩
漬
け
空
き
家
の
発
生

◆
空
き
家
問
題
の
５
つ
の
段
階

（
0 

空
き
家
予
備
軍
レ
ベ
ル
）

1 

空
き
家
化
初
期
レ
ベ
ル

2 

利
活
用
可
能
レ
ベ
ル

3 

特
定
空
き
家
等
未
満
レ
ベ
ル

4 

特
定
空
き
家
等
レ
ベ
ル

5 

対
応
困
難
レ
ベ
ル

◆
空
き
家
対
策
〈
考
え
方
〉
の
ポ
イ
ン
ト

◇
病
気
と
同
様
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切 

… 

2
ま
で
の
間
に
所
有
者
自
身
に
よ
る

適
切
な
対
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
（「
住
ま
い

の
終
活
」）。

◇
行
政
が
空
き
家
対
策
に
着
手
で
き
る
の
は

4
に
な
っ
て
か
ら
（「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
）。
0

〜
3
で
行
政
が
単
独
で
対
策
す
る
の
は
難

し
い

◇
い
か
に
行
政
と
民
間
が
連
携
し
対
策
を
広

げ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

◆
全
国
で
始
ま
っ
て
い
る
様
々
な
対
策

①「
住
ま
い
の
終
活
」
の
た
め
の
支
援
制
度
作

り 

… 〝
家
を
建
て
る
サ
ポ
ー
ト
〞
は
多
数

あ
る
が
〝
家
と
の
関
係
を
終
わ
ら
せ
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
〞
は
少
な
い

②
空
き
家
の
状
況
を
調
べ
て
可
視
化
す
る
た

め
の
取
り
組
み 

… 

空
き
家
の
数
・
状
態
・

所
有
者
の
意
向
な
ど 

↓ 「
住
ま
い
の
ト
リ

ア
ー
ジ
」

③
空
き
家
の
利
活
用

④
利
活
用
で
き
な
い
空
き
家

の
解
体
促
進
策

…

私
の
末
の
子
は
今
５
歳
で
す
が
、
80
歳
に
な
る

頃
に
は
大
正
時
代
後
半
程
度
（
約
６
千
万
人
）
ま

で
人
口
が
減
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
時

代
と
異
な
る
の
は
、
高
齢
化
率
が
40
％
近
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
人
口
増
加
に
伴
い
多

く
の
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
住
宅
も
減
ら
し
て
い
か

な
い
と
、
空
き
家
だ
ら
け
の
国
に
な
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

空
き
家
の
問
題
は
、
先
日
の
大
雪
に
よ
る
倒
壊

の
よ
う
な
事
故
等
が
あ
っ
て
初
め
て
問
題
に
気

付
く
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
空
き
家
が
倒
壊
し
通
学
の
子
供
た
ち
が

巻
き
添
え
に
な
る
よ
う
な
事
故
が
起
き
る
前
に
、

我
々
大
人
が
対
策
を
取
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。

今
後
、
人
口
減
少
と
共
に
加
速
度
的
に
空
き

家
が
増
加
し
ま
す
が
、 

①
空
き
家
問
題
は
対
策
が

先
送
り
に
な
り
や
す
い
社
会
構
造
が
あ
る
、 

②
問

題
先
送
り
空
き
家
は
時
間
の
経
過
と
共
に
塩
漬

け
空
き
家
に
移
行
し
て
い
っ
て
し
ま
う
、 

③
そ
こ

に
相
続
放
棄
が
加
わ
る
と
問
題
の
範
囲
が
大
き

く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ど
こ
に
メ
ス
を
入
れ
て
解
決
し
て

い
く
べ
き
か
を
念
頭
に
置
い
て
対
策
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
全
国
に
は
す

で
に
解
決
事
例
が
山
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。「
上
越
も
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
」
と
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
声
を
上
げ
て
い
た
だ
け

る
と
前
進
が
望
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
潟
県
弁
護
士
会
に
も
空
き
家
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
の
で
、
法
律
的
に
ど
の
よ
う
な
備
え
を

し
て
お
け
ば
良
い

の
か
等
、
い
つ
で

も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
野　
　
で
は
僕
か
ら

少
し
、
車
座
ト
ー
ク
導

入
の
お
話
し
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

僕
は
こ
の
高
田
の
雁

木
町
家
エ
リ
ア
在
住
で
す
。

町
内
に
は
ま
だ
そ
れ
な
り
に
結
束

と
活
力
が
あ
り
、
先
の
１
月
の
大
雪
の
際
も
「
一

致
団
結
し
て
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
り
ま
し
た
し
、
夏
の
上
越
ま
つ
り
も
な
か
な
か

▲空き家に明かりを灯す「空き家Bar」。2018年秋の第１回には約50人もの参加が！

私たちKinaiyaプロジェクトは、高田を核とするリノ
ベーション活動を通じ、まちの宝を未来へ受け継ぎ、
持続可能な地域のありかたを見出すことを目指します。

リノベーションを通じて、
●高田のまちの健全性を維持・向上したい。
●高田のまちの魅力を維持・向上し、広く知らせたい。
●高田のまちに人の集う場（機会）を増やしたい（特
に若い世代との接点の拡充）。

〈リノベーション〉
既存のモノ・コトに新たな機能や
価値を加え、生まれ変わらせること

理 念

指 針

大町４丁目にある空き店舗になっていた町家で、古
道具や古材を扱うサルベージショップ「天国」をやっ
ています。自分は建築が生業ですが、この他にも空
き家１軒、空きガレージ１棟の活用・運営をしています。

店の正式名は「天国＠四九ノ市店」。世間の人たちの会話
に“天国”という言葉が出てきたら単純に面白いし、必ず覚えてもらえるだろ
うと狙って名付けました。
天国は今年１月９日にスタートして、基本的に四九朝市の立つ日にオープンして
います。まだ値札も付いていないような状態ですが、夏頃までにはちゃんと人
を呼べる形にしたいと思っています。

上
越
市
の
空
き
家

現
状
と
課
題
﹇
田
中
弁
護
士
﹈

マッチング
が鍵

高
田
の
ま
ち
の

空
き
家
問
題
を
考
え
る

キ
ナ
イ
ヤ
は
高
田
で
活
動
や
事
業
を
展
開
す

る
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
た
〝
ま
ち
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
上
越
地
域
の「
お

い
で
よ
」
と
い
う
意
味
の
方
言
「
来
な
い
や
」
か

ら
名
付
け
ま
し
た
。

近
年
、
高
田
で
は
町
家
や
古
い
建
物
を
再
生

し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
【
右
写
真
】。
一
方
で
空
き
家
の
増
加
や
、
空
き

家
の
取
り
壊
し
に
よ
る
雁
木
の
寸
断
は
な
か
な

か
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
下
で
、
我
々
キ
ナ
イ
ヤ
は
①
高
田
市

街
地
の
雁
木
町
家
な
ど
の
空
き
物
件
を
活
用
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
情
報
発
信
を
行
い
、 

②
若
い
世
代
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
世
代
が
交

流
で
き
る
場
が
生
ま
れ
、 

③
ま
ち
な
か
に
新
し
い

人
の
流
れ
が
で
き
、 

④
課
題
解
決
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
が
起
こ
る
、
と
い
う
状
態
を
目
指
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
３
年
間
の
活

動
と
し
て
、
ま
ず
は

こ
ち
ら
、D
I
Y
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ミ
ン

ナ
デ
工
務
店
」【
下
写
真
】

を
計
４
回
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
る
き
っ
か
け
作

り
と
し
て
、
空
き
家

を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト

「
空
き
家
Ｂ
ａ
ｒ
」
や

▲高田アーケーズのパンフレット

［宮澤］＝天国の主

新潟県弁護士会
空き家・所有者不明土地対策部会 副部会長
田中 篤子 弁護士（上越中央法律事務所）
８年前より夫の地元上越に定住

代表：打田 亮介
Nito Design & Rebuild 代表

北海道出身・高田在住

副代表：上野 迪音
高田世界館 支配人
高田出身・在住

事務局長：藤村 勝之
上越市役所 職員

上越市保倉区出身・在住

サポメン：宮澤 隆
スミケン / 空き家BASE 家守
上越市三和区出身・在住

片岸 将広
「兎に角」店子

大阪府出身・金沢市在住

古橋 伸彦
「兎に角」店子

長野県出身・新潟市在住

サポメン：池田 なつき
ソーシャルデザイナー
上越市板倉区出身・在住

頑
張
っ
て
る
よ
ね
と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
で
は

20
代
の
方
が
空
き
家
だ
っ
た
町
家
に
住
み
始
め

て
く
れ
た
り
と
、
嬉
し
い
動
き
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
空
き
家
も
、
明
ら
か
に
空
き
家
予
備
軍

と
見
ら
れ
る
世
帯
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は

近
隣
の
別
の
町
内
で
す

が
、
僕
が
子
供
の
頃
か

ら
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
家
が
放
置
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
り
も

し
ま
す
【
下
写
真
】。
こ
の

よ
う
な
空
き
家
は
普
段

は
大
丈
夫
で
も
、
大
雪
や
台
風
、
地
震
と
な
る
と

途
端
に
危
険
因
子
に
な
り
得
て
し
ま
う
。

雁
木
通
り
は
各
戸
の
私
有
地
を
通
行
人
に
提

供
し
て
い
る
点
が
〝
共
助
の
精
神
〞
と
い
う
美
談

と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
僕
も
雁
木
通
り

が
大
好
き
で
す
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
「
高
田

の
雁
木
は
危
険
な
も
の
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

公
道
な
ら
公
共
の
問
題
で
す
が
、
私
有
地
で

あ
る
た
め
に
、
放
置
空
き
家
は
そ
の
管
理
や
事
故

が
あ
っ
た
場
合
の
責
任
の
所
在
が
曖
昧
で
す
。
雁

木
通
り
の
通
行
は
人
の
土
地
を
通
る
と
い
う
こ

と
の
た
め
、
外
の
人
が
と
や
か
く
言
え
な
い
面
も

あ
り
ま
す
。
ま
ち
の
安
全
性
が
非
常
に
脆
い
形

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
怖
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
「
リ
ス
ク
を
負
い
た
く
な
い
か

ら
雁
木
を
無
く
し
て
し
ま
お
う
」
と
い
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力
的
な
雁
木

通
り
っ
て
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
キ
ナ
イ
ヤ
と

し
て
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
の
豪
雪
で
相
次
い
だ
空
き
家
倒
壊
に
、

ど
う
に
か
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
切
実
な
苦


